



Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja































以来3力 年間継続 してきた文部省科学研究費,特 別研究 「古文化財に関する保存科学
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昭和 元 年12刀 前記の嚇業を遂行す るため委員会が設置され,東 京美術学校長正木
直彦が委員長に就任し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田




同 年10月 東京市上野公園内 に 鉄筋 コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192m2の建物1棟 を起コニした(本館)。





同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建物 ・設備 ・研究資料等一切の外に
金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。





同41」18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か ら向う















同 年11月29日美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 された。



































られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日から
適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭和27年文化財保護委員会規則第7号)
が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究
所組織規程が廃止された。
また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止 された。


















同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭和37年文化財
保護委員会規則第1号),新たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。































料部研究棟として,鉄 筋コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95m2の
建物が竣工 した。


































































(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)
(昭和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
(昭 和28.11.1～ 昭 和40,3,31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4,1)




























































































































































































































































































































所 属 職 名 氏 名1















主 任 研 究 官
室 長














































































































































































































所 属1官 職 名1氏






















庶 務 課 長
事 務 補 佐 員
第二研究室長
美 術 部 長
研 究 員(併)
調 査 研 究 員




























































美 術 部 長
〃
〃
復 技 術 部
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美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術 とこれらに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古






ても基礎的先駆的役割を果 して広 く学界に寄与すぺ く努めている。そのため重要な研
究課題に関 しては情報資料部所属研究員と共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研
究法による調査と研究を実施す るなどすでに多 くの成果を収め,文 化財保存行政の推
進にも多くの貢献を果 している。昭和53年度からは6力 年計画で情報資料部と共同の
特別研究「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」を行い,これに関する資料収集を進め,特
に58年度はその最終年次に当り,研究の一部をr日本絵画史年紀資料集成(10世紀一14
障紀)』として公刊した。





















して行 っている。とくに現代美術に関する調査研究においては,そ の年度に収集 した
一11_
調 査 研 究
資料を整理 し,その成果をr日本美術年鑑』として毎年公刊している。本年度は,昭和
56年の内容をもった昭和57年版を刊行し,引続いて58年版の編集に着手した。




A一 般 研 究
1.美術基準作品の研究
わが国古代中世の美術工芸品のうち,国宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作
















































































































∂ 芸能部は,日本の伝統芸能に資す るために必要な基礎的研究を行 うことを目的とし,
演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室より構成されている。芸能部の
研究目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究などが
あり,その研究に必要な資料の収集 ・整備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画
などの作業を行 う。また研究の結果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座などによっ
て公表する。
一1s‐
調 査 研 究












































A一 般 研 究
1.寺院行事の研究
i_3'院行事が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各宗派にわたる









邦楽の用語は,分 野ごとにまちまちな使われ方を している。本研究は,そ れ らを総





調 査 研 究
較 して,各流派の音楽的特質を明 らかにするとともに,他 種目の音楽との影響関係も
追究 した。(蒲生)
5.雅 楽曲の研究




長唄の楽曲構成,旋 律構造について,現 行曲を 中心 とした 分析研究を行 った。(加
納)
7.田 楽芸の研究
川楽芸を機能的 ・形式的に細分類 してみることによって,田 楽芸の構造を明らかに
するための調査研究を行った。(巾村)
8.民 俗芸能の民俗的基盤の研究
芸能を,その行われる季節 ・場所 ・参加者(演者・観客を含む)などの面か ら取りあ
げる速続 した研究の一環として,「道中の芸能」に関す る調査研究を行った。(三隅 ・仲
井)
9.民 俗芸能伝承方法の研究







落語を1捷 して話芸 ・寄席芸を対象とする近世芸能の研究を安原 コレクション邦楽
レコー ドの整理を通 じて続行中である。(三隅 ・仲井)
12.狂言の技法の研究






















(総合研究(A)研究代麦者 佐藤道子,研究分担者 松本雍,永 村真,安 達直哉,
有賀祥隆,11-lei'常人)
南都諸宗における仏教儀礼のさまざまを,史的 ・経済的 ・人的背景や,建 造物 ・法
具等の場的 ・物的要素を裏づけとして総合的視野で分析 し,仏教儀礼の史的変遷形態
を通して日本文化の流れを明らかにすることを目的とするが,本 研究では悔過会に重
点を置き,そ の特色 ・意義 ・史的変遷を追求することとした。
第二年次である本年度は,東 大寺図書館 ・興福寺 ・薬師寺 ・円教寺 ・若狭神宮寺 ・








調 査 研 究
の自然科学的研究を行い,こ れらを基礎として文化財の保存に関す る技術的研究を行



















文化財およびその保存に関す る物理的調査研究ならびにその公表を職務 と して い
る。文化財自体の構造 ・強度の力学的試験を行い,X線 ・r線のラジオグラフィーに
よる内部構造,欠 陥,虫 害,腐朽の解明を行っている。また赤外線 テ レビに よる銘
記,下 絵等の判読に リモートセンシングの手法を取 り入れる試みを行っている。







化財の微生物や昆虫等生物による被害調査,加 害生物の採集 ・培養 ・同定ならびに加
害生物の殺菌 ・殺虫等の防除法の研究開発,実 施の指導を行っている。
(2)研究調査活動

















の名を刻んだ銭がなぜ東北地方で出土 したかとい う疑問を解 く手掛か りとして,東
北地方産の材料で作 られているか,九 州 ・四国地方産の材料によるものかを判定す









中国遼寧地方の産 と推定され,特 に青城子鉱山の方鉛鉱とは近 い鉛 同位体比を と
る。(馬渕)
(2)法隆寺献納宝物特別調査 一東京国立博物館一




つ くり,フ ィルム,X線 の電圧,照 射時間,照 射距離を変えて濃度特性を測定 し,試
料の厚みに対して最 も適正な撮影条件を調べた。(群馬高専呉屋充庸と共同研究)(三
浦)
(4}油彩画に対する紫外線の応用研究を行ってい るが,波 長別の利用法,フ ィルタ
ーの作成等基礎的な研究を主眼に行った。(石川 ・橋本)
{5)遺跡から出土した有機性遺物の同定
試料に付袴 している土壌,木 等を除去し膜のみにしてから,赤外分光光度計,ガ ス
クロマ トグラフィーにより測定を行って,漆 であるか否かを同定 した。
寿能遺跡からの出土膜について,他 の遺跡と異った結果が出た。現在使用されてい
る栽培漆ではなく,ぬるで,山 うるし,はぜ,つ たうるし,柿渋等の類似物のいずれ






主として展示室,収 蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定 ・施設のシーズニソグの






































光 ・温湿度 ・公閉という問題をかかえている二条城二の丸御殿大広間を選び,書 院
造内の襖絵と環境に関する総合的調査を行 っている。
温度センサー,紫外線強度計,毛 髪湿度計を建物内外に設置 し,24時間連 続測定
し,書院内の環境を四季を通じ観測している。(見城 ・伊藤 ・江本)
③ 高湿度下において,金属と漆膜が共存できる保存環境の研究









調 査 研 究








当研究所屋上で採取 した粉 じんでは,1μ 以下の粒子から塩素イオンが多量に検出
された。また外気を取 り入れている屋内でも外気の%程 度が検出された。








シロア リの被害 と伝xら れていた。現地でシロアリを採集して調査した結果,
ヤマ トシロア リの食害と判定 した。(新井)



























6)低 毒性薬剤の棚素化合物は,適 当なセル ロース剤と共に濃厚処理すると,顕
薯な防蟻効果を示すことが判明し,本剤による木材処理方法を研究した。











げ遺物について、材質,腐 食生成物及びそれ らの海域での底質を分析 し,埋蔵環境で
一25一











5.国 宝,高松塚壁画保存 ・修復への協力(修復技術部と共同調査 ・研究)
58年5月29日より6月7日 まで,文 化庁美術工芸課による壁画の保存状況の点検が
行われた際,画面の点検と一部 クリーニングを行い,さ らに殺菌処iを 施 した。
■
B特 別 研 究
石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年継続,
第7年 次,修 復技術部 と共同研究)














結論として,合 成樹脂の効果は搬水性の付与により,シ リコン樹脂溶液に1時 間
以上浸漬させれば凍結破壊防止効果が得 られることがわかった。刷毛による塗布は,
樹脂の浸透 した深さを確認する必要がある。(西浦 ・三浦)
2)気 象 調 査
大分県における凍結一融解の繰 り返 しの発生頻度について,ア メダスのデータを
利用 して調査 した。その結果は,九 州のように温暖なはずの土地でも凍結一融解の
繰 り返 しが予想以上に数多 く起 きていて,凍 結波壊防止対策を考える必要のあるこ
とがわかった。
さらに臼杵市周辺 と気象の類似している埼玉県寄居市に大谷石試料をおいて,1
～3月 の間の外気温,石 表面温度,石 中温度の変動を調ぺ実際に何回凍結一融解の
繰 り返 しが起きるか調査 した。(三浦 ・西浦)
② 劣化 した石の強化,保 存のための基礎実験
各種強化剤,撞 水剤について,試料片を用いる棊礎実験によるデータの集積を継続
的に行っている。本年度は特に処理条件,す なわち含浸方法,含 浸量,石 の状態等と
処理効果 との関係についての実験,検 討を行い,多 くの知見を得た。(西浦)
●





本年度は,主 に墳丘覆土 と石室内環境との相関性を検討するため,墳 丘覆土および
埋め戻 し部分に温度センサーを埋め込み,温度の測定を行い,年 間のデータがまとま
った。
虎塚古墳に関する受託研究は本年度 を以 て打切ることになった。(江本 ・門倉 ・見
城 ・新井)




















研究対象としては,絵画,書 跡,彫 刻,工 芸品,考 古資料,出 土遺構および木造構
造物およびその組織や細部に描かれた絵や彩色,石 造構築物などに及ぶ極めて広範11W
の文化財があげられる。













石,金 属,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関す る科学的,技 術的研究と
その結果の公表を主務とする。
各研究室とも,経常的な研究 として,有 形文化財を構成 している材料,構造,製 作
技法についての研究や,それ らを修復するための伝統技術の整理体系と科学的裏付け
の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための実証的な








A一 般 研 究
1.伝統的製作技法及び修復技術の研究
(1}漆芸品の研究
西 ドイツ,シ ュツッガル ト市 リンデソ国立民族学博物館蔵中国漆器の修理は中島淑






ウェザーメーター処理,屋 外曝露処理)を用いてお り,強度試験の他に,カ ラーメー















シを使用した。表面はほとんど手を加xて いないが,残存 した金箔部の一部は貼直 し,


























奈良県 重要文化財長谷寺本堂内陣背面の阿弥陀二十五 菩薩来迎 図(5.4m×
5.6m)の剥落どめについて事前調査と一部試験的施工を行った。この画面の残存























意な知見を得た,特 に,く さびの材質(圧縮強さ)が大きく影響する点,長 いくさびの
場合にはすぺ り現象が起きるために,却 って強度が小さ くなる点などが明らかとなっ
_s1_











崩 して除去す ることができるものである。なお,漏 水の原因の1つは,接 合部の密若
が悪 く,漆喰が吸水 した状態で凍結融解を繰 り返すことで漆喰が劣化,崩 壊するもの





















れるようになった。 しか し材料 としては不充分なものである。ノ》回,エ ポキシ樹
脂エマルジ ョンにシランカヅプリング剤を添加したもので焼上粉,-rイクロパル
ーンを混練する方法で多孔質感を有す る1二器補填川新素材を開発し,その硬化特




した後,純 粋パルプ粉末に水を加えてペース ト状にして厚 くつけ,そ のまま乾燥




技法によって展開したところnく 白紙であった。崩壊 した銅板製経筒は,極 薄和


















C受 託 研 究
1.浄 光寺所蔵の近世における彩色木彫像泥下地の保存修復処置に関する研究(東
京)


















することを目的として,文 献資料研究室 と写真資料研究室の二室をもって,昭 和52年
4月に発足 した。







各種研究資料の収集,整 理,保管,閲 覧等の業務を行 うとともに,毎 年,日 本 ・東




これ らの業務のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究
を進めてその成果を公表 しているが,今 年度は別掲の科学研究費による研究を担当 ・
分担 し,また落款 ・印章に関する特別研究に参加 した。
写真資料研究室








(2)研 究 調 査 活 動







調 査 研 究
(2)仏教絵画研究


































当研究所所蔵拓本中の中国 ・日本文様史関係資料を整理 し,調 査研究 を進 めた。
(江上)
㈲ 中国画研究




B特 別 研 究
「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」(研究代表者 情報資料部長 宮 次男)




1.中 世以降,近 世までの彫刻及び絵画作品にみる銘記,賛 文資料を収集整理 して研
究を行 う。
2.本 研究所が所蔵 している近世画家の落款印章の写真資料をさらに充実す ることに
より研究の進展をはかる。
3.近 代美術の分野では,明 治以降主要 日本画家の印譜作成を行い,洋 画家について
は主要作品のサイン写真の収集につとめる。






宮次男 研究分担者 真保亨,柳 澤孝,関 口正之,米 倉迫夫,鈴 木廣之,江 上t,猪
一37一

















上野アキ 研究分担者 江上繊,米 倉辿夫,鈴 木廣之,三 輪英夫)
本研究は近年とみに発展充実の著しいわが国の日本 ・東洋美術史学に関 し,その動
向を探り将来への指標を得ようとの意図のもとに東洋 ・日本古代 ・中世 ・近世 ・近代
の美術史各分野の研究者を以て組織 し,近刊図書図録の収集,昭 和41年以降の定期刊
行物所載文献の整備,欧文による日本 ・東洋美術文献の収集整理を行い,ま た各地に
出張 して独自性の把握につ とめた。研究方法 ・問題意識等に関し近年における顕著な
現敦として確認し得た ものは次の諸点である。
1.網羅的な美術全集の企画に一応の区切 りがつき,絵巻物全集 ・水墨画大系 ・南都
六大嚇大観等テ1に 即した密度の高い企画に移行 した。2.新設の美術館を中心に高
水準のカタログ作製が目立ち,作 家研究に従来の評価や視点に対す る再検討が顕著に














①:著 書 ・編 欝 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発 表 ⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の他
昭 和58.4～昭 和59.3
伊 藤 延 男(所 長)
③ 東 大 寺大 仏 殿rVoice」1258.12
⑥ 数寄 贋概 論 日本 建 築 セ ミナ ー58.6
⑥TheConservationofCulturalPropertiesアジ ア ・太 平 洋 博 物 館





























































































③ 房総の絵画r房 総の文化財』 学習研究社58.6



























「美 術 研 究 」32558.9
狩野芳崖筆鶏間雄飛図,橋 本雅邦箪雨中帰路図
rボス トン美術館日本絵画名品展特別図録』 日本テレビ59.3








r日本 民 俗 文 化大 系7演 者 と観 客』 小 学 館59.1
rふる さ と伝 説 の 旅1^-12』 小 学 館58.4.59,.3
「演 劇 界 」41-958.9
『日本 の わ ざ10南 国 淋縄 光 と技』 集 英 社58,3

















① 声明大系 三 天台(共同編集)
① 声明大系 五 浄土真宗(共同編集)

































演 目解説(狂言)柿 山伏 ・法師ケ母 ・悪太郎 和泉会58.11
照川能r国 史大辞典』四 吉川弘文館59.2




① 声明大系 三 天台(共同編集)法 蔵館58.9
① 声明大系 五 浄土真宗(共同編集)法 蔵館58.11












① 声明大系 三 天台(共i司編集)
① 声明大系 五 浄土真宗(共同編集)










「邦 楽 と舞 踊 」394～40558.4～59.3
r音楽 大 事 典 』5平 凡 社58.8
「季 刊邦 楽 」35～3858.6～59.3
r歌舞 伎 事 典』 平凡 社58.11
r声明 大 系2真 言』 法蔵 館59.3
栃 木 県 三 曲研 究 会58.4




























調 査 研 究
⑤ 能の音楽 大阪能楽観賞会58.10
⑤ 花の話 端唄の会58.10
⑤ 謡 と唯子のしくみNHK文 化セソター58.10～12
⑤ 寺事と声明 芸能部公開学術講座58.12
⑤ 楽劇学の提唱 東京芸術大学59.3
⑥ 古作 ・雲林院(演出)大 阪鋏仙会58.9
加納 マ リ(音楽舞踊研究室)
③ 音楽関係項目r歌 舞伎事典』 平凡社58.11
羽田 胆(民 俗芸能研究室長)
② 観阿弥の生涯 「観阿弥六百年祖先祭能」58.4
③ 能へのいざないr薪 能』 主婦之友祉58.4
③ 能楽関係項目r音 楽大事典』5平 凡社58.8
③ 能 ・狂言の魅力 「月刊文化財」24058.9
③ 能面の世界 「国立能楽堂開場記念特別展示能のおもて」58.9
③ 能舞台鑑賞 ・景清 「国文学」41258.10
③ 能の構成 上～下 「国立能楽堂」6～759.2～3
⑥1982年の能楽界r演 劇年報1983年版』58.5
⑥ 座談会:演 能空間の今後 「劇場技術」5959.1
仲井幸二郎(民 俗芸能研究室)
② 「芸謡」とい うことばr折 口信夫論文 ・作品の研究』 桜楓社58.9
③ 口訳民謡集(連載)「 みんよう文化」58.4～59.3
ひで こ節 ・相馬流れ山 ・遠島甚句 ・小諸馬子唄 ・沢内甚句 ・相馬盆唄 ・あが
らしゃれ ・おてもやん ・長者の山 ・のんのこ節 ・草津節 ・生保内節
③ 民間起源説の扱い方 「魚津国文」658.6
③ 東北民謡の今 と昔 『四季 日本の旅』2集 英社58・8
③ 正月の祝唄 「日本民謡協会報」21159.1
③"老 いの述懐"の 民謡 「魚津国文」759.3
③ 雛 し詞の問題 「魚津国文」859.3

























② 禺見山廃 寺跡出土の「和布刈宮」銭とその化学分析報告一螢光X線 法と鉛同位体比
法による化学的鑑定一(馬渕らと共著)北 上市立博物館研究報告458.8
② 定窯磁器の材質についてr定 窯白磁』 根津美術館58.10
② 彩色顔料の螢光X線 分析による材質調査
法隆寺献納宝物r伎楽面』 東京国立博物館59,2
② 水中遺物の保存に関する研究一1底 質埋蔵環境内での変質(見城 らと共同研究)
『遺跡 ・古文化財の自然科学的研究』59.3



























⑥ 国際研究集会「壁画の保存」1(三浦と共著)「 月刊 ・文化財」24559.2
⑥ 文明と物質(斉藤 ・武居 と共同研究発表)
東北大学開放講座(東北大学教育開放センター)5&10
門倉 武夫(主 任研究官)
























④ 文化財保存環境 国際修理 ・保存セ ミナー ハソガリ・ユネスコ共催58,6
⑤ 文化財の保存について 江東区芭蕉記念館5&10
58.4
⑤ 漆塗膜の現代への応用s一 ザ ・テクニカル ・スクール(年3回)5&5
58.6
⑤ 文化財の環境 群馬県立歴史博物館58.6










③ 仏像調査へのX線CTの 適用 「インスベクションニュース」2-159.1
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調 査 研 究




④ 化学糊で裏打ちした和紙の劣化(尾関 ・大江 ・小谷野と共同研究)
第5回 古文化財講演会大会58.5
























「古 文 化 財 の 科学 」2858.12
「自然 」44958.6
「化 学 の 領 域 」37-958.9







① 文化財 ・美術品の菌類(共著)r菌 類研究法』 共立出版5&6
① 書籍害虫(森・町田と共著)r家 屋害虫』 井上書院59,1
② 収蔵物の保存法 一生物による被害とその防除法一
「空気調和 ・衛生工学」5758.8






































④ 醐素化合物による防蟻処理 日本衛生動物学会東 日本支部第35回大会58.10
④ 木質文化財(建造物 ・木彫など)の棚素化合物に よる安全防虫処理工法
日本文化財科学会研究発表会59.3
⑤ 文化財の虫害対策 群馬県立歴史博物館58.6










































































② 装飾経にみる信仰美 「太陽 ・仏の美と心シリーズ」358.8




⑤ 法華経と絵画 同 上58.7
⑤ 絵巻の世界 同 上58.7





主 要 研 究 業 績
① 日本 文 様 の 源 流 日本 経 済 新 聞 社58.10
② 延暦 寺蔵 紺 紙 銀 字 法 華経 の荘 厳 画 「美 術 研 究」32759,3
●LandscapeDepictioninSutraOrnamentationintheHeianPeriod
‐WithSpecialReferencetoLotusSutraOrnamentation‐
第31回国際 ア ジア北 ア フ リカ人 文 科 学 会 議58,9




米 倉 迫 夫(主 任 研 究 官)
② 琳 阿 本 「法 然 上 人 伝 絵 」に つ い て 「美 術研 究」32458.6
③ 日本 古 典 文 学 大 辞 典 第1,2巻 岩 波雷 店58.10,59.1
上 野 ア キ(文 献 資 料 研 究室 長)
② 〈 中 国 石窟 ・キ ジ ル千 仏 洞 〉へ の期 待一 キ ジ ル研 究 の 歩 み
r中国石 窟 』 平 凡 社 月 報658.6
●PaintingsofAstanaandExcavatedLiterature


















鶴 田 武 良(写 真 資 料 研 究 室長)
② 近 代 中 国 画 人伝5嶺 南三 家 一 高 剣 父 ・高奇 峰 ・陳 樹 人
「季 刊 水 墨 画 」2458.4
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調 査 研 究
② 羅璽谷 と胡鉄梅一来舶画人研究 「美術研究」32458.6
② 近代中国画人伝6李 苦禅 ・幡天寿1「 季刊水墨画」2558.7
② 近代中国画人伝7李 苦禅 ・幡天寿2「 季刊水墨画」2658.10
② 何元鼎と梁基一沈南頻の周辺一来舶画人研究五 「国華」106958.12
② 王克三と徐雨亭一来舶画人研究六 「国華」107059.1
② 中r画 家訪問記1郡 林女史 「季刊水墨画」2759.1
③ 費晴湖筆山水図 「国華」106658.9
③ 欝画の周辺2書 画軸の整理の仕方 「季刊水墨画」2759.1
④ 新出の南頻風作品について 美術史学会36回全国大会58.5











①r名 宝日本の美術17永 徳 ・等伯』 小学館58.11
③ 研究資料 廻国道の記(1)「 美術研究」32759.3
⑤ 長谷川等伯についてMOA美 術館58.5
8そ の他 の研 究活動
ほかの機関における講義など
(氏 名)(機 関 名)









































馬 渕 久 夫
鈴 木 友 也
樋 口 清 治









































(1)美 術 研 究
美術部 ・情報資料部所属の研究員による美術に関す る調査研究の成果を公表するた




版,各 号本文40頁(欧文抄録2頁 を含む),原色図版1,単 色図版8。
美術研究324号(昭和58年6月発行)頁
西国の清涼寺式釈迦如来像 上 猪川 和子……1
琳阿本「法然上人伝絵」について 米倉 辿夫……9
羅雪谷と胡鉄梅 一来舶画人研究一 鶴田 武良……23
徳川綱誠所用 縞麻羽織について 神谷 栄子……30
美術研究325号(昭 和58年9月発行)
本土寺所蔵 観音経絵について 宮島 新一……1
業兼本三十六歌仙絵 真保 亨……10
宋 ・元版本にみる法華経絵(上)宮 次男……25
狩野芳崖筆 岩石図(図版解説)佐 藤 道信……37
美術研究326号(昭和58年12月発行)
サ大納言絵巻に関す る若干の考察 田村 悦子……1
宋 ・元版本にみる法華経絵(下)宮 次男……17




























(3)日 本 絵 画 史 年 紀 資 料 集 成(10世 紀 ～14世 紀)
美術部 ・情報資料部の特別研究「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」は6年 目の最終年
次に当 り,これまで収集した基礎資料のうち10世紀から14世紀までの絵画関係につい
て,制作年代が明記される作品324件の年紀資料の全文を年代順に配列し,併せてそ
れ らの写真を図版として収め刊行 した。A5版 。本文340頁。図版84頁。
(4)音 盤 目 録
音盤目録 皿 改訂版
芸能部が定めた「音盤カー ド記入規定」の変更にあわせて,昭 和53年に刊行した
r音盤目録 皿 音楽』を改訂 し,同時に若干の増補と訂正 ・統一を行った。











見 城 敏 子……13





1膜 の剥離強度(その1)西 浦 忠 輝……55
口本における古墳保存の問題についての考察
ジャック・ブリュネ ・三浦定俊(訳)……75







(6)国際研 究集 会 プ ロシ ーデ ィングス
TheSixthInternationalSymposiumonthConservationandRestorationof
CulturalProperty‐theConservationofWoodenCulturalProperty‐(1983
「木 造 文 化 財 の保 存 」を 主 題 と し,保 存 科 学 部 ・修 復技 術 部 担 当 の も と に開 催 され た
国際 研 究 集会(57.11.1～11.6)にお け る発表 論 文 ・質 疑 応 答 ・総 合 討 議 を収 め た プ ロ



























































主 催 東京国立文化財研究所 ・福井県立美術館 ・福井県教育委員会
開催 日数19日 間
入場者数3,233人
陳列点数 油彩 ・パステル60点,木炭デッサ ンY50;,一;,写生帖17点,f?1'j3点,
日記5冊,参 考資料若干


























華厳宗 守屋 弘斎 ・森本 公誠
天台宗 水尾 真寂 ・水尾 寂芳











i10:10～10:20開 会 の辞 .所 長 伊 藤 延 男1
　
i10:20～12:001r大仏様の建築」 所長 伊藤 延男





…2・ 一・2…lr鎌 倉の金工」 修復技術部長 鈴木 友也
・3・2・一・5…lr騰 絵巻の特色」 情報資料部長 宮 次男
芸 能 部




























イ ク ロム 副所 長 イ タ リァG.ト ラ ッヵ
第1セ ッシ ョン(各 国に 於 け る問 題)
1.ConservationofWall-PaintingsinCavesandTumuliofChina(中国 に於
け る石 窟 寺,古 墓 の 壁画 の保 護)文 物 保 護 科 学 技 術 研 究 所 中 国 那 英 濤
2.ProblemsofConservationofWallPaintingsinIndia(イソ ドに於 け る壁
画 保 存 の環 境,国 立 文化 財研 究所 イ ン ドK・K・ ジ ャイ ソ
3.AproachestotheConservationofMuralPaintingsinUndergroundSt-
ructures(地下 建造 物 の壁 画 の保 存)
イ ク ロム イ タ リアP.シ ュバ ル ツ バ ウ ム
4.ExhibitionoftheWa11・PaintingsoftheTumulsTora・zuka(虎塚 古 墳 壁 画
の公 開)東 京 国 立文 化 財研 究所 門倉 武 夫
11月18m(金)
第2セ ッシ ョン(日 本 の 装 飾 古 墳)
5.MuralPaintingsintheTumulsPeriod(装飾 古墳 の壁 画)'
九 州大 学 岡崎 敬
6.TheWall-PaintingsoftheTumulsTakamatsu・zuka(高松塚 古墳 の壁 画)
学 習院 大 学 秋 山 光 和
?.ExcavationandShortHistoricalSurveyofTakamatsuzukaAncientTumuls
(高松 塚 古 墳 の発 掘 とそ の 歴 史)奈 良 国立 文 化 財 研 究 所 飛 鳥 資 料 館 猪 熊 兼 勝
第3セ ッシ ョン(環 境)
8.PreservationFacilit三esfortheTumulsTakamatsu-zuka(高松 塚 古 墳 の 保存
施 設)入 江 ・三 宅 設 計 事 務 所 三 宅 晋
9.TemperatureandHumidityintheTumulsTakamatsu-zuka(高松塚 古墳
の 温 湿 度)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 三 浦 定俊
10.MicrobiologicalStudiesontheConservationofMuralPaintingsin
Tumuli(装飾 古 墳 の保 存 に於 け る微 生物 学 的 研 究)
東 京 国 立 文 化 財 研 究所 新 井 英夫
11.PreservationofOrnamentedCavesofFrance(フラ ンス に於 け る装 飾 洞窟




第4セ ッシ ョン(材 質)
12.ColoringMaterialsUsedonJapanesePaintingsoftheProtohistoric
Period,andRelatedTopics(原始 時 代 の 日本 絵 画 に 用 い られ た 彩 色 材 料)
名 古 屋 大 学 名 誉 教 授 山崎 一 雄
13.RockWeatheringProcessesbyFrostupontheWallCarvingsandIts
Preservation(線刻 壁 画 の 岩 石 の 凍 結 に よ る風 化 過程 と保 存 対 策)
北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 福 田 正 己
14.WaterRepellentsasMoistureBarrierforDampWalls(擾水 剤 の 防 湿 効
力)王 立文 化財 研 究所 ベ ル ギ ーE,デ ・ウ イ ッ ト
11月20日(日)
史 跡 虎 塚 古 墳 見 学(招 待 講 演 者及 び所 内関 係 者)
11月21日(月)
第5セ ッ シ ョン(修 復)
15.TheTreatmentofExcavatedFragmentaryWallplaster(発掘 され た 漆 喰
壁 画 断 片 の 処 置)ロ ン ドン大 学 考 古学 研 究 所 イ ギ リスE.パ イ
16.PracticalObservationaboutOpeningandConservationWorkonPainted
AncientTomb(古代 装 飾 墳 墓 の 保 存)
ポ ール ・ゲテ ィ博物 館 ア メ リカZ.バ ロヴ
17.RestorationTreatmentoftheTakamatsuzukaWallPaintings(高松 塚 古
墳 壁 画 の修 復 修 理)東 京 国立 文 化 財研 究所 増 田 勝 彦
第6セ ッシ ョン(総 合)
18.AReviewoftheConservationofOrnamentedTumuli(装飾 古墳 保 存 総
説)文 化 財 保 護 審 議会 委 員 ・東京 大 学 名誉 教 授 関野 克
総 合 討 議 司会 伊 藤 延 男
〈参 加 者 〉






























































































見城敏子物理研究室長は第4回 国際保存 ・修復研究会(ユネスコ ・ハ ンガリー共催)










で,昭和58年9月2日から9月22日まで,オ ース トラリア文化財修復会議に出席 し,
紙本美術品修復研修会に参加指導した。
情 報 資 料 部
情 報 資 料 部 長 宮 次 男 は,中 華 民 国 台 北 市 国 立 故 宮 博物 院 に 出 張 し,宋 ・元 ・明 代 に お
け る法 華 経 及 び 観 音 経 所 依 の仏 教 説 話 図 に つ い て 同 院所 蔵 品 の 調査 を 行 っ た 。(58.5.
22^58.5.31)
第31回国 際 ア ジ ア ・北 ア フ リカ人 文 科 学 会 議 は 東 京 ・京 都 を 会 場 と し,1830余名 の
参加 を得 て 東 ア ジ アで は じめ て 開 催 され た が,美 術 部 門 の 第11部会 に お い て 上 野 アキ
文献 資 料研 究 室 長 はPaintingsofAstanaandExcavatedLiterature,江上 綬 主 任 研
究官 はLandscapeDepictioninSutraOrnamentationintheHeianPeriod・With
SpecialReferencetoL,otusSutraOrnamentation一と題 す る発 表 を 行 い,米 倉 辿
夫 研 究 員 は,美 術 史 学 会 の委 嘱委 員 と して運 営 に 参 加 した 。(58.8.31^-9.7)
鶴 田 武 良 写 真 資 料 研 究 室 長 は,中 華人 民共 和 国 に 出張 し,北 京 ・西 安 ・上 海 に おい
て現 代 中 国 絵 画 資 料 の 収 集 並 に 調 査 研究 を行 った 。(58.9.2^10.24)また ア メ リカ合 衆
















中 華 民 国
中華人民共和国
中央考古学研究所
コー トールド美術研究所長 ・ロン ド
ン大学教授










S.ジ ョ ー ン ズ
F,ジ ュ リ ア ン

















































































国 際 ・国 内 交 流
!M.A.モ ー セ ン
lS・エ マ ー ラ
M.フ ラ ン シ ス
A.ス テ ン チ ク ム
}金 畑 虎
IM.タ ハ ラ
Y.ブRッ ク マ ン




R.ボ ハ ー チ コ ハI
F.ベ ル チ ェ
P.ウイ ル ズ
A.プ ラ ン ト
金 維 諾
1段 文 点
昭和53年度より招へい研究員の制度が設けられ,本 年度は国外2名,国 内2名 の研
究員に研究が委嘱され,下記のように共同研究が行われた。
1)ポ ール ・シュパル ッパウム(国際文化財保存修復センター(ICCROM)壁画コース
主任)
共同研究課題4画 保存に関する研究
研 究 代 表 者 修復技術部長 鈴木 友 山




研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間58年10月30口～11月30口




研 究 代 表 者 修復技術部長 鈴木 友也
委 嘱 期 間59年2月13日～3月14日
4)洪 潤植(韓 国円光大学校副教授)
共同研究課題 宗教芸能の比較研究
研 究 代 表 者 芸能部長 三隅 治雄
委 嘱 期 間59年2月13日～3月8日
職員の海外出張及び研修旅行


































② 第4回 国際保存,修 復研究会出席
●58.6.29-r58.?.19







① イギ リス,フ ランス,イ タリア,ギ リシャ,エジプ ト各国












① 中 華人 民共 和 国
② 現 代 中 国絵 画 動 向 の 調査
●58.9.2^-58.10.24
④ 白 費
鈴 木 友 也
① アイ ル ラ ン ド国
② ダ ブ リン国立 博 物 館所 蔵 日本 工 芸 品 調査
0358.9.4^-58.10.4
④ 国 際交 流基 金
江 本 義 理
① 大 韓民 国
② 韓 国 国立 文 化 財 研究 所 と の研 究 協 力
●58.10.4^-58.10.10
④ 韓 国政 府
伊 藤 延 男
① ア メ リカ合 衆 国
② 文 化 財 保 存 ・修 復 国 際 セ ンタ ー の財 務 計 画 委 員会 及 び 規 格 研 修 委 員 会 出 席
358.11.5-58.11.13
④ イ ク ロム
佐 藤 道 子
① ポ ル トガ ル,ス ペ イ ン,イ ン グ ラ ン ド各 国
② ヨー ロ ヅパに お け る芸 能 の調 査
Q359.1.14-X59.1.22
④ 白 費
鶴 田 武 良
① ア メ リカ合 衆 国






























各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立
口録,展 覧会目録などを所蔵 し,部内外及び研究所外の研究者の利用に供している。
芸 能関係図書
雅楽 ・芋事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図書7,278冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第
1次)・テア トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究・
旅 と伝脱などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・嘘子手付本 ・丸本などの台本 ・譜1本も収
集している。
保 存科学 ・修復技 術関係 図書
古来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,又 は数少ないそれらの科学的究明を試
みたもの,修 理工事報告書,及 び化学 ・物理学 ・生物学部門の保存科学に関連ある和
洋雷を合わせて2,436冊を所蔵 している。































































































































































































扇面法華経 柳沢 孝著 鹿島出版会
鈴木 敬三











































































































近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建築
等の諸部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万点,原 板保有量
はほぼ3分 の1に あた り,別にマイクロ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,









5,450枚が 含まれている。安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る



































































































研究 施設 ・設 備
(1)コ ピー ス タ ン ド(1300)
(2}ス ライ ドコ ピァMD400
10.乾 燥 機FCオ ー ト(全紙)
11.ド ラ イ マ ウ ン ト シ ー ル コマ ー シ ャル210M
ドライ マ ウ ン ト シ ー ル コマ ー シ ャル70
12.マ ル チ カ ー ドセ レ クタ ー(HAC841S型)
13.複 写 機 ハ イ カ ー ドL
14.製 本 機
(1)サー マ パ イ ン ドT220
(2)ホ リゾ ンBΩ 一18L
(3)電動 断 裁 機PC-45
15.プ ロ ジ ェ ク ター キ ャ ビ ンAF-2500





























1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レコ ー ダ ー
(2)メ ロ グ ラ フBT型
2.オ ーデ ィオ 関 係 機 器
(1)レ コー ドプ レー ヤ ー
② テ レビ
(3)テー プ レコ ー グ ー
(4)ビデ オ テ ー プ レコー ダー
(5)ステ レオ音 声 調 整 卓
〔6)ス ピー カ ー
(7)テー プ ダ ビ ン グシ ス テ ム
(8)屋外 取 材 用音 声 機 器 シ ス テ ム























(6》35mmマイ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置
(7}16mmマイ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複 写 装 置
〔8)16mmマイ ク ロ写 真 機
(9}16シネ フ ィル ム分 析 装 置
α① リー ダ ー ・プ リン タ ー
(11)ビデ オ カ メラ
4,照 明 器 具




























































3.分 析 装 置

































































(3)Cs-134γ線 線 源(透 祝 川2Ci)
(4}赤外 線TVカ メ ラ装 置
(5)超音 波 探 傷 器UFC-201型
(6)超音 波 式 コ ン ク リー ト試 験 器
(7)〃 厚 み 測 定 器
(8)シ ング ア ラ ウ ン ド式 音 速 測定 装 置UVM-2
5.物 性 測 定 機
(1)粒度 分 布 測 定 装 置
② 熱 膨 張 計
(3)レオ メ ー タ ー(粘性 試 験 川)
(4)ii'±読 式 動 的 粘 タli性測 定 器
(5)真空 蒸 着 装IIVI`.(炎面 圏喉 形 成 川)
(6)筋振 猷機(標 準 フ ル で墾D
(7)明イ1ロック ウエ ル硬 度t'ARK-B
(8)ゴニ オ メー タ ー(接触 角 沼碇 機)
(9)ゼー タ ー電 位 測 定 装 置
(10)PHメ_タ_
(11)透水 試 験 機
(12)表面 張 力 測 定 機
(13)万能 デ ジ タ ル計 測 シ ス テ ム(ユ ー カ1・8)
(14)フィー ノレ ドメ モ リー
6.照 明 及 び 温 湿 度 装 置
(1)恒温 恒 湿 室(5～40°C,40～gO%)
(2)自記 分 光放 射 計(光 源 の分 光 測 定)
(3)ライ トガ イ ドカ ラ ー メー タ ー(色彩 測 定)
(4)恒温 恒 湿槽(0°～40℃,20～90%)
(5)風速 計(熱 式)AMO1

























































































































(3)ユニ バ ーサ ル カ ウ ン タ ー













めに設け られた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵している。
創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素描170点,写生帳等
であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵
品の主なるものは,「知感情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温
室花壇」等である。
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